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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期
第２四半期
累計期間

第48期
第２四半期
累計期間

第47期
第２四半期
会計期間

第48期
第２四半期
会計期間

第47期

会計期間

自平成21年
２月１日
至平成21年
７月31日

自平成22年
２月１日
至平成22年
７月31日

自平成21年
５月１日
至平成21年
７月31日

自平成22年
５月１日
至平成22年
７月31日

自平成21年
２月１日
至平成22年
１月31日

売上高（千円） 3,236,6853,207,6641,523,3071,475,5426,784,095

経常利益（千円） 211,618 292,517 95,956 94,807 461,909

四半期（当期）純利益（千円） 113,563 160,230 51,931 49,144 246,967

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
― ― ― ― ―

資本金（千円） ― ― 1,208,0801,989,6301,989,630

発行済株式総数（千株） ― ― 5,760 9,610 9,610

純資産額（千円） ― ― 5,462,6437,215,0347,156,134

総資産額（千円） ― ― 6,860,8688,757,5628,984,571

１株当たり純資産額（円） ― ― 956.91 754.84 748.67

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
19.89 16.76 9.10 5.14 38.75

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ― ― ―

１株当たり配当額（円） ― ― ― ― 10.00

自己資本比率（％） ― ― 79.6 82.4 79.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
3,199 219,018 ― ― 275,971

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△20,939△778,915 ― ― △1,210,681

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△59,179 △97,463 ― ― 1,501,750

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
― ― 526,369 512,4231,169,975

従業員数（人） ― ― 158 155 155

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高に消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益は、持分法適用会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりませ

ん。 
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２【事業の内容】

 当第２四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

 当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年７月31日現在

従業員数（人） 155  

　（注）　従業員数は就業人員であり、嘱託8名及び参与2名を含んでおります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期会計期間の生産実績を生産品目別に示すと、次のとおりであります。

生産品目別 金額（千円） 前年同四半期比（％）　

棒状ラーメン 372,524 3.9

カップめん 555,323 △8.9

袋めん 522,160 △3.3

その他 1,458 9.1

合計 1,451,467 △3.8

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当社は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

(3）販売実績

　当第２四半期会計期間の販売実績を販売品目別に示すと、次のとおりであります。

販売品目別 金額（千円） 前年同四半期比（％）　

棒状ラーメン 383,293 7.6

カップめん 555,409 △12.1

袋めん 534,540 0.1

その他 2,298 50.2

合計 1,475,542 △3.1

　（注）１．前第２四半期会計期間及び当第２四半期会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績

に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期会計期間
（自　平成21年５月１日
至　平成21年７月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年７月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

加藤産業㈱ 314,689 20.7 259,501 17.6

㈱日本アクセス 213,552 14.0 205,173 13.9

明治屋商事㈱ 204,711 13.4 192,625 13.1

㈱菱食 124,553 8.2 155,418 10.5

合計 857,506 56.3 812,719 55.1

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　当第２四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 
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３【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

　当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、アジアを中心とする外需や政府の経済政策効果により、一部では景

気回復の兆しが見られたものの、個人消費の本格的な回復は見られず厳しい経済環境が続いております。　

　食品業界は、雇用・所得環境の改善の足取りが鈍い中、消費者の低価格志向を背景に食品全般が値下がりしてお

り、厳しい経営環境にあります。

　このような状況下にあって、当社は、主力製品の棒ラーメンや長崎皿うどん等の販売強化に努めるとともに、安

定的な成績を実現すべく全社をあげて収益向上や原価低減に努めました。

　この結果、当第２四半期会計期間における売上高は、14億75百万円（前年同四半期比3.1％減）となりました。

　また、利益面につきましては、営業利益は85百万円（前年同四半期比4.1％減）、経常利益は94百万円（前年同四半

期比1.2％減）、四半期純利益は49百万円（前年同四半期比5.4％減）となりました。　

　総資産は87億57百万円となり、前事業年度末と比較して2億27百万円の減少となりました。この主な要因は売上債

権が3億71百万円減少したことにあります。

　負債につきましては、15億42百万円となり、前事業年度末と比較して2億85百万円減少となりました。この主な要因

は仕入債務が2億10百万円減少したことによります。

　純資産につきましては、利益の計上などにより前事業年度末と比較して58百万円増加し、72億15百万円となりまし

た。　

　

(2)キャッシュ・フローの状況

　当第2四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動による資金が2億25百

万円の増加、投資活動による資金が74百万円の減少、財務活動による資金が22百万円増加しましたので、第1四半

期会計年度末に比べて1億72百万円増加し、資金残高は5億12百万円となりました。

　当第2四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、2億25百万円（前年同期は44百万円の収入）となりました。これは主に、税

引前四半期純利益が94百万円、また売上債権の減少額1億94百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は74百万円（前年同期は15百万円の支出）となりました。これは主に定期預金

の払戻しによる収入が4億円ありましたが、定期預金の預入による支出が2億円、また有価証券の取得による支

出が3億円あったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は22百万円（前年同期は22百万円の収入）となりました。これは主に借入金の

純増加額22百万円等によるものであります。 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4)研究開発活動

　当第２四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　なお、研究開発費として特に計上すべき金額はありません。 
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第３【設備の状況】
(1)主要な設備の状況

 当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2)設備の新設、除却等の計画

 当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要

な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 13,750,000

計 13,750,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年７月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年９月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 9,610,000 9,610,000福岡証券取引所
単元株式数

1,000株 

計 9,610,000 9,610,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

平成22年５月１日～

平成22年７月31日 
－ 9,610,000－ 1,989,630－ 1,989,711
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（６）【大株主の状況】

 平成22年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

 西部瓦斯株式会社  福岡市博多区千代1丁目17-1  3,205  33.35

 サンヨー食品株式会社  東京都港区赤坂3丁目5-2 1,925 20.03

 凸版印刷株式会社  東京都台東区台東1丁目5-1  308  3.20

 丸東産業株式会社  福岡県小郡市干潟892-1  258  2.68

 藤田　喜代子  福岡市南区  228  2.37

 株式会社福岡銀行  福岡市中央区天神2丁目13-1  218  2.27

 株式会社シマ・クリエイティブハ

ウス
 東京都港区青山7丁目4-20  210  2.18

 大陽製粉株式会社  福岡市中央区那の津4丁目2-22  209  2.17

 ふくぎん保証株式会社  福岡市西区姪浜駅南1丁目7-1  198  2.06

 日本トーカンパッケージ株式会社  東京都千代田区内幸町1丁目3-1  171  1.77

計 －  6,931  72.12

 

EDINET提出書類

株式会社　マルタイ(E00497)

四半期報告書

 8/22



（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

   平成22年７月31日現在

 区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　　　　51,000 － －

 完全議決権株式（その他）  普通株式　　 　9,534,000 　　　　　　9,534 －

 単元未満株式  普通株式　　　　　25,000 －  1単元（1,000株）未満の株式

 発行済株式総数  　　　　　　　 9,610,000 － －

 総株主の議決権 －  　　　　　　9,534　 －

 

②【自己株式等】

    平成22年７月31日現在

所有者の氏名又

は名称
所有者の住所

自己名義所有株

式数(株)

他人名義所有株

式数(株)

所有株式数の合

計(株)

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合(％)

株式会社マルタイ
福岡市西区周船寺

三丁目23番42号 
 51,000 －  51,000  0.53

計 － 51,000 － 51,000  0.53

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
２月

３月 ４月 ５月 ６月 ７月

最高（円） 433 412 412 441 390 420

最低（円） 380 390 405 390 383 399

　（注）　最高・最低株価は、福岡証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期会計期間（平成21年５月１日から平成21年７月31日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21

年２月１日から平成21年７月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期会計期間（平成

22年５月１日から平成22年７月31日まで）及び当第２四半期累計期間（平成22年２月１日から平成22年７月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成21年５月１日から平成21

年７月31日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21年２月１日から平成21年７月31日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第２四半期会計期間（平成22年５月１日から平成22年７月31日まで）及び当第２四半期累計期間（平成

22年２月１日から平成22年７月31日まで）に係る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レ

ビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年７月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,206,379 2,163,765

受取手形及び売掛金 1,510,353 1,881,908

有価証券 2,757,684 1,696,207

商品及び製品 89,420 85,989

仕掛品 34,286 34,958

原材料及び貯蔵品 109,985 75,428

繰延税金資産 26,820 27,914

その他 27,301 25,343

流動資産合計 5,762,231 5,991,516

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※
 280,293

※
 291,127

機械及び装置（純額） ※
 209,240

※
 217,543

土地 913,241 913,241

建設仮勘定 50,803 31,000

その他（純額） ※
 49,893

※
 53,030

有形固定資産合計 1,503,472 1,505,942

無形固定資産 21,262 16,151

投資その他の資産

投資有価証券 1,187,566 1,186,331

関係会社社債 198,972 198,796

繰延税金資産 10,124 12,367

その他 77,432 76,965

貸倒引当金 △3,500 △3,500

投資その他の資産合計 1,470,596 1,470,960

固定資産合計 2,995,330 2,993,054

資産合計 8,757,562 8,984,571
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年７月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年１月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 837,244 1,048,166

短期借入金 40,000 42,000

未払金 307,618 349,430

未払法人税等 127,758 152,700

賞与引当金 35,649 28,882

その他 54,128 61,281

流動負債合計 1,402,399 1,682,462

固定負債

退職給付引当金 105,770 117,870

役員退職慰労引当金 34,358 28,103

固定負債合計 140,128 145,974

負債合計 1,542,527 1,828,436

純資産の部

株主資本

資本金 1,989,630 1,989,630

資本剰余金 1,989,711 1,989,711

利益剰余金 3,282,611 3,217,966

自己株式 △30,492 △30,453

株主資本合計 7,231,461 7,166,855

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △16,426 △10,720

評価・換算差額等合計 △16,426 △10,720

純資産合計 7,215,034 7,156,134

負債純資産合計 8,757,562 8,984,571
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年２月１日
　至　平成21年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年７月31日)

売上高 3,236,685 3,207,664

売上原価 1,912,000 1,756,128

売上総利益 1,324,684 1,451,535

販売費及び一般管理費 ※
 1,125,148

※
 1,180,412

営業利益 199,536 271,123

営業外収益

受取利息 11,667 12,367

受取配当金 4,863 8,383

その他 5,095 7,211

営業外収益合計 21,626 27,961

営業外費用

支払利息 152 146

たな卸資産廃棄損 5,267 5,384

株式交付費償却 3,094 －

その他 1,030 1,037

営業外費用合計 9,544 6,567

経常利益 211,618 292,517

特別損失

固定資産除却損 646 163

役員退職慰労金 10,953 －

投資有価証券売却損 － 374

投資有価証券評価損 － 724

特別損失合計 11,599 1,262

税引前四半期純利益 200,018 291,254

法人税、住民税及び事業税 76,515 123,836

法人税等調整額 9,938 7,188

法人税等合計 86,454 131,024

四半期純利益 113,563 160,230
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自　平成21年５月１日
　至　平成21年７月31日)

当第２四半期会計期間
(自　平成22年５月１日
　至　平成22年７月31日)

売上高 1,523,307 1,475,542

売上原価 890,245 822,441

売上総利益 633,061 653,101

販売費及び一般管理費 ※
 544,223

※
 567,938

営業利益 88,838 85,163

営業外収益

受取利息 5,939 6,219

受取配当金 3,929 4,208

その他 2,936 3,408

営業外収益合計 12,805 13,836

営業外費用

支払利息 54 55

たな卸資産廃棄損 3,082 3,136

株式交付費償却 1,547 －

その他 1,002 1,000

営業外費用合計 5,686 4,192

経常利益 95,956 94,807

特別損失

固定資産除却損 541 72

投資有価証券売却損 － 374

投資有価証券評価損 － 19

特別損失合計 541 466

税引前四半期純利益 95,415 94,341

法人税、住民税及び事業税 35,005 36,386

法人税等調整額 8,477 8,810

法人税等合計 43,483 45,196

四半期純利益 51,931 49,144
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年２月１日
　至　平成21年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 200,018 291,254

減価償却費 36,949 31,730

長期前払費用償却額 610 610

ソフトウエア償却費 1,058 1,989

株式交付費償却 3,094 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,949 6,766

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14,850 △16,800

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,321 △12,100

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △20,446 6,255

受取利息及び受取配当金 △16,531 △20,750

支払利息 152 146

有形固定資産除却損 646 163

投資有価証券売却損益（△は益） － 374

投資有価証券評価損益（△は益） － 724

売上債権の増減額（△は増加） 264,714 371,555

たな卸資産の増減額（△は増加） 7,374 △37,316

仕入債務の増減額（△は減少） △277,662 △214,282

未払金の増減額（△は減少） △52,008 △45,992

未払消費税等の増減額（△は減少） △31,790 △1,853

その他の流動資産の増減額（△は増加） △3,529 △2,543

その他の流動負債の増減額（△は減少） 6,684 5,338

その他の固定資産の増減額（△は増加） △3,168 △1,123

小計 98,943 364,145

法人税等の支払額 △95,744 △145,127

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,199 219,018

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △900,000 △1,200,000

定期預金の払戻による収入 900,000 1,500,000

有価証券の取得による支出 － △1,100,000

有価証券の売却及び償還による収入 100,000 42,000

有形固定資産の取得による支出 △30,742 △19,680

無形固定資産の取得による支出 △978 △7,100

投資有価証券の取得による支出 △108,827 △15,388

投資有価証券の売却及び償還による収入 3,224 91

従業員に対する長期貸付けによる支出 △1,805 △741

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 550 787

利息及び配当金の受取額 17,639 21,115

投資活動によるキャッシュ・フロー △20,939 △778,915

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,000 △2,000

自己株式の取得による支出 － △39

配当金の支払額 △57,027 △95,278

利息の支払額 △152 △146

財務活動によるキャッシュ・フロー △59,179 △97,463

現金及び現金同等物に係る換算差額 367 △191

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △76,551 △657,551

現金及び現金同等物の期首残高 602,921 1,169,975

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 526,369

※
 512,423
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。

 

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年７月31日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定しております。

２．繰延税金資産及び負債の算定方法 　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、一時差異の発生状況等につい

て前事業年度末から著しい変化がないと認められるため、前事業年度末にお

いて使用した将来の業績予想及びタックス・プランニングを利用しておりま

す。

 

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第２四半期会計期間末
（平成22年７月31日）

前事業年度末
（平成22年１月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額

 2,960,068千円

※　有形固定資産の減価償却累計額

 2,930,985千円

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年７月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年７月31日）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

販促費 541,541千円

従業員給与及び手当 170,495千円

賞与引当金繰入額 12,722千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,912千円

退職給付費用 4,302千円

販促費 555,840千円

従業員給与及び手当 170,823千円

賞与引当金繰入額 14,381千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,255千円

退職給付費用 4,065千円

 

前第２四半期会計期間
（自　平成21年５月１日
至　平成21年７月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年７月31日）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

販促費 246,992千円

従業員給与及び手当 81,024千円

賞与引当金繰入額 12,009千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,145千円

退職給付費用 2,901千円

販促費 256,787千円

従業員給与及び手当 78,672千円

賞与引当金繰入額 14,381千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,135千円

退職給付費用 2,602千円
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年７月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年７月31日）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年７月31日現在） 

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年７月31日現在） 

現金及び預金勘定 1,369,837千円

有価証券勘定 596,528千円

預入期間が3ケ月を超える定期預金 △900,000千円

ＭＭＦ以外の有価証券 △539,996千円

現金及び現金同等物 526,369千円

現金及び預金勘定 1,206,379千円

有価証券勘定 2,757,684千円

預入期間が3ケ月を超える定期預金 △750,000千円

ＭＭＦ以外の有価証券 △2,701,640千円

現金及び現金同等物 512,423千円

　

（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年７月31日）及び当第２四半期累計期間（自　平成22年２月１日　至　平成22年

７月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

 　普通株式　　　　　　　　9,610,000　株

２．自己株式の種類及び株式数

 　普通株式　　　　　　　　　 51,600　株

３．新株予約権等に関する事項

 　該当事項はありません。 

４．配当に関する事項

配当金支払額 

（決議） 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年4月27日

定時株主総会 
普通株式 95,585 10 平成22年1月31日平成22年4月28日利益剰余金 
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成22年７月31日）

前事業年度末
（平成22年１月31日）

１株当たり純資産額 754.84円 １株当たり純資産額 748.67円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第２四半期累計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年７月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年７月31日）

１株当たり四半期純利益金額 19.89円

なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額 16.76円

なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。 

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成21年２月１日
至　平成21年７月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年７月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 113,563 160,230

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 113,563 160,230

期中平均株式数（千株） 5,708 9,558

　

前第２四半期会計期間
（自　平成21年５月１日
至　平成21年７月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年７月31日）

１株当たり四半期純利益金額 9.10円

なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額 5.14円

なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。 

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期会計期間
（自　平成21年５月１日
至　平成21年７月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年７月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 51,931 49,144

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 51,931 49,144

期中平均株式数（千株） 5,708 9,558
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年９月11日

株式会社　マルタイ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 工藤　雅春　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 内納　憲治　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マルタ

イの平成２１年２月１日から平成２２年１月３１日までの第４７期事業年度の第２四半期会計期間（平成２１年５月１

日から平成２１年７月３１日まで）及び第２四半期累計期間（平成２１年２月１日から平成２１年７月３１日まで）に

係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸

表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マルタイの平成２１年７月３１日現在の財政状態、同日をもって終了す

る第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 

EDINET提出書類

株式会社　マルタイ(E00497)

四半期報告書

21/22



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年９月10日

株式会社　マルタイ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 工藤　雅春　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 矢野　真紀　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マルタ

イの平成２２年２月１日から平成２３年１月３１日までの第４８期事業年度の第２四半期会計期間（平成２２年５月１

日から平成２２年７月３１日まで）及び第２四半期累計期間（平成２２年２月１日から平成２２年７月３１日まで）に

係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸

表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マルタイの平成２２年７月３１日現在の財政状態、同日をもって終了す

る第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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